
様式７  
自主防災組織・活性化特別推進事業実績報告書 

（笛吹市境川町大窪区） 
 
１ 実施日時：平成２８年１１月１２日（土） １０：００～１２：００ 
 
２ 実施場所：大窪公民館（住所 笛吹市境川町大窪８７８－１） 
 
３ 対象地区：笛吹市境川町大窪区 
 
４ 参加人数：１９人 
 
５ 支援チーム：（１）防災アドバイザー 

NPO法人災害・防災ボランティア未来会 
 代表 山下博史 

（２）防災養成講座修了者（笛吹市職員） 
主査 小林昭吾、主査 丸山幸一、主事 日下竜郎 

（３）峡東地域県民センター職員 
所長 山本日出男、課長 伊藤洋一、主査 窪川修 

（４）笛吹市職員 
           主幹・リーダー 堀内正博、主事 清水翔太 
６ 実施状況 
（１）１０：００～１０：０５ 開会 
○挨拶 
・峡東地域県民センター所長 

（２）１０：０５～１１：００ 講義「山間部集落の孤立対策について」 
 ○防災アドバイザー：NPO法人災害・防災ボランティア未来会 代表 山下博史 

「備えの歌」（「四季の歌」の替え歌）により、家具の固定や非常持ち持ち出し品・

備蓄品の準備、共助の大切さを説明すると共に、過去の山間部集落の被災状況から

災害が発生した時に取るべき行動、自助・共助の重要性を説明。 
（３）１１：００～１１：５５ 

 講義・演習「大窪区においての孤立対策への取り組みについて」 
 ○防災アドバイザー：NPO法人災害・防災ボランティア未来会 代表 山下博史 

大窪区は災害発生時に孤立する可能性が高いことから、過去の災害の教訓を活か

し「備えあれば憂い減る」と説明、そのうえで各家庭や地域の災害への備えは費用

をかけずに創意工夫で行っていくことが、地域への広がりと継続につながり、災害

時の被害を減らしていくと説明。 
（４）１１：５５～１２：００ 閉会 
○講評 
・大窪区長 
 
 



７ 研修の様子 

  

  

  

  
 


